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栢泉 鉦治

令
和
６
年
元
日
早
々
、
能
登
半
島

に
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
、
尊
い

人
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

地
震
に
よ
る
復
旧
・
復
興
は
い
ま
だ

に
進
ま
ず
、
多
く
の
方
々
が
避
難
生

活
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
が
目
指
し
た
法
人

化
は
早
く
も
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

理
事
会
で
は
＂
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
＂

の
精
神
か
ら
東
昭
自
治
会
設
立
当
時

を
振
返
り
、
設
立
の
目
的
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
法
人
化
後
の
残
さ

れ
た
課
題
を
解
決
し
、
今
後
も
持
続

可
能
な
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

１
９
７
５ 
年（
昭
和
50
年
）、那
須
・

黒
磯
地
区
で
分
譲
地
を
開
発
販
売
し

て
い
た
東
昭
観
光
開
発
（
株
）
が
破

綻
。
電
気
代
の
未
払
に
よ
る
水
道
施

設
の
停
止
、
街
路
灯
の
消
灯
等
の
事

態
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
分
譲
地

の
混
乱
ぶ
り
は
自
治
会
だ
よ
り
１
号

（
昭
和
51
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
風
前
の
灯
に
な
っ

た
土
地
・
建
物
所
有
者
の
『
資
産
価

値
確
保
』
の
た
め
、
共
益
イ
ン
フ
ラ

で
あ
る
、水
道
施
設
、道
路
、街
路
灯
、

消
火
栓
等
を
守
る
こ
と
が
急
務
で

あ
っ
た
た
め
、
会
員
に
よ
る
相
互
扶

助
と
自
治
の
精
神
を
も
っ
て
、
一
部

の
土
地
所
有
者
有
志
に
よ
り
別
荘

10
万
円
、
土
地
３
．
６
万
円
を
会

費
と
し
て
定
め
、
東
昭
自
治
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
48
年
に

亘
り
、
分
譲
地
を
維
持
・
管
理
す

る
た
め
の
組
織
と
し
て
運
営
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
１
９
８
６ 

年
（
昭

和
61
年
）
に
は
、
当
時
の
法
人
化

設
立
の
壁
に
よ
り
自
治
会
の
法
人

化
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
昭

友
管
財
（
有
）
を
設
立
し
、
手
始

め
に
、
自
治
会
に
代
わ
り
、
水
道

施
設
や
道
路
等
の
不
動
産
登
記
や

自
治
会
運
営
等
の
法
的
に
必
要
な

業
務
を
経
由
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ

の
後
、
昭
友
管
財
（
有
）
の
不

明
瞭
な
資
金
運
営
が
発
覚
。
そ
の
た

め
昭
友
管
財
（
有
）
と
の
管
理
委
託

契
約
を
解
除
し
、
２
０
１
９
年
（
令

和
元
年
）
以
降
は
従
来
の
黒
磯
に

あ
っ
た
事
務
所
か
ら
現
在
の
西
岩
崎

に
事
務
所
の
移
転
を
行
い
、
理
事
会

と
事
務
局
に
よ
る
新
た
な
自
治
会
運

営
を
開
始
し
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
自
治
会
が
目
指
し
た

法
人
化
の
姿
は
『
一
般
社
団
法
人
』

で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
総
会
に
よ
る

議
決
を
基
に
運
営
す
る
非
営
利
型
の

一
般
社
団
法
人
が
最
も
現
在
の
運
営

に
近
く
、
民
主
的
な
組
織
で
あ
る
と

考
え
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
法
人
名

義
で
法
律
行
為
を
行
え
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。

よ
う
や
く
２
０
２
３
年
４
月
に
は
法

人
格
を
持
っ
た
非
営
利
の
『
一
般
社

団
法
人
東
昭
自
治
会
』
と
し
て
登
録

が
成
り
、
運
営
を
開
始
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

現
在
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
組
織

に
は
残
さ
れ
た
課
題
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は

①
土
地
社
員
数
の
減
少
に
よ
る
自

治
会
運
営
財
源
不
足
の
懸
念　

②
理
事
の
成
り
手
不
足
に
よ
る
理

事
会
と
事
務
局
業
務
の
在
り
方　

③
事
務
局
の
将
来
を
牽
引
す
る
若

手
の
知
識
・
技
能
や
経
営
ス
キ
ル
の

育
成④

設
置
後
48
年
を
経
過
し
た
水
道

施
設
の
計
画
的
修
繕
と
維
持
費
の
拡
大

等
、
い
ず
れ
も
こ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
自
治
会
組
織
全
体
が
崩
壊
し
か
ね

な
い
重
大
な
課
題
で
す
。

私
た
ち
理
事
会
は
こ
の
よ
う
な
課

題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
集
中
的
に

論
議
・
検
討
を
行
い
継
続
的
な
自
治

会
運
営
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。

最
後
に
社
員
（
会
員
）
の
皆
様
に

は
自
ら
が
所
有
す
る
土
地
・
建
物
周

辺
の
環
境
保
全
に
積
極
的
に
貢
献
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
自
分

の
所
有
す
る
土
地
・
建
物
の
資
産
価

値
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
全
員
が
協
力
し
て
私
た

ち
の
分
譲
地
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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法
人
化
を
機
に
私
た
ち
の
組
織
を
振
返
り
、
さ
ら
に

法
人
化
を
機
に
私
た
ち
の
組
織
を
振
返
り
、
さ
ら
に

持
続
的
な
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

持
続
的
な
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

代
表
理
事

代
表
理
事
　　
細
田
宏

細
田
宏
（
神
明
平
）

（
神
明
平
）

理
事
の
辞
任
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

理
事
の
辞
任
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
辞
任
さ
れ
た
理
事
　
宮
腰
洋
一
（
青
木
）

一
身
上
の
理
由
に
よ
り
辞
任
届
が
提
出
さ
れ
、
令
和
６
年
５
月
に

開
催
し
た
第
１
回
定
期
理
事
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

長
き
に
亘
り
ご
苦
労
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

●
第
15
条
（
会
費
） 

社
員
は
当
法
人
の
管
理
す
る
分
譲
地
維
持
管
理
の
た
め
以
下
の
年
会

費
支
払
い
義
務
を
負
う
。

①
定
住
社
員
（
水
道
施
設
利
用
可
）
…
…
…
…
…
１
０
０
，０
０
０
円

②
別
荘
社
員
（
水
道
施
設
利
用
可
）
…
…
…
…
…
１
０
０
，０
０
０
円 

③
土
地
社
員
（
建
物
社
員
に
変
更
時
水
道
施
設
利
用
可
）
…
２
６
，０
０
０
円

※
改
定　
『
尚
、
町
営
水
道
を
水
源
に
変
更
し
た
分
譲
地
の
内
、
量
水
計
を
設
置

し
た
社
員
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
自
治
会
が
定
め
た
会
費
及
び
そ
の
他
の
費
用

を
支
払
う
も
の
と
す
る
。』
を
追
記
す
る
。

蒸
し
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
爽
や
か
な
風
が
吹
く
那
須
に

蒸
し
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
爽
や
か
な
風
が
吹
く
那
須
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
号
で
は
前
年
度
の
事
業
報
告
や
当
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
社
員
総
会
の
承
認

今
号
で
は
前
年
度
の
事
業
報
告
や
当
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
社
員
総
会
の
承
認

議
案
を
中
心
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

議
案
を
中
心
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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総
会
第
１
議
案

監
事
の
選
任

欠
員
に
な
っ
た
監
事
の
選
任
を
行
い
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
の
第
３
回
定
期
理
事
会
に
お
い
て
長
谷
川
監
事
の
辞
任
及
び

松
川
理
事
の
監
事
へ
の
選
任
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

本
総
会
に
お
い
て
新
監
事
の
ご
承
認
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

●
辞
任
さ
れ
た
監
事　

長
谷
川
浩
司
（
青
木
）

一
身
上
の
理
由
に
よ
り
辞
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
き
に
亘
り
ご
苦
労
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
新
監
事 

松
川
哲
夫
（
小
深
堀
）

今
ま
で
の
理
事
経
験
を
活
か
し
て
理
事
の
職
務
執
行
監
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
会
第
２
議
案

管
理
規
約
の一部
改
定

第
１
回
定
期
社
員
総
会
（
令
和
５
年
８
月
開
催
）
で
の

社
員
か
ら
の
ご
意
見
に
伴
い
管
理
規
約
の
一
部
を
改
定

し
ま
す
。

一
部
の
分
譲
地
で
採
用
し
て
い
る
『
町
営
水
道
特
別
会
費
』
に
つ
い
て
、
管

理
規
約
に
の
せ
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
理
事
会
に
お
い
て
審

議
を
行
い
ま
し
た
。
会
費
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
た
め 

第
15
条
（
会
費
）
１

項
に
但
し
書
き
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
規
約
改
定
点
は

※
赤
記
の
通
り
で
す
。

▲リニューアルオープンした道の駅「明治の森・黒
磯」森のマーケット、ダイニング、クラフト、ミルク
スタンド、コミュニティの５つのフロアーが特徴です。
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総
会
第
３
議
案

１
期
事
業
報
告
・
正
味
財
産
増
減
計
算
書
・
貸
借
対
照
表
・
監
査
報
告
書
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【
概
要
】

令
和
６
年
１
月
１
日
に
能
登
半
島
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．
６
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
復
旧
に
伴
う
資
材
や
人
材
の
不
足
は
全
国
規

模
に
及
ぶ
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。　

国
内
景
気
も
回
復
傾
向
に
向
か
っ
て
推
移
し
て
き
た

中
で
、
反
面
、
物
価
の
高
騰
が
進
み
自
治
会
で
も
修
繕

関
係
に
も
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。そ

ん
な
中
で
、
法
人
化
し
た
初
年
度
と
し
て
、
当
初

社
員
数
を
１
，
３
０
９
名
と
し
て
、
自
治
会
設
立
の
目

的
で
あ
る
、
水
道
・
道
路
等
の
共
益
施
設
の
維
持
・
管

理
や
、
そ
の
他
の
事
業
活
動
は
年
度
事
業
計
画
に
基
づ

き
優
先
順
位
を
付
け
て
事
務
局
及
び
理
事
会
が
一
丸
と

な
っ
て
自
治
会
の
発
展
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

尚
、定
期
理
事
会
４
回
、臨
時
理
事
会
２
回
を
開
催
し
、

理
事
会
議
案
内
容
の
審
議
決
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

事
業
の
実
積
は
事
業
報
告
、
決
算
報
告
は
正
味
財
産
増

減
計
算
書
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

日
々
の
点
検
で
水
道
施
設
の
異
常
を
検
出
し
て
い
ま
す
。

漏
水
の
発
見
は
「
目
視
」「
聴
音
」「
受
水
槽
の
水
の
減
り
」「
モ
ー
タ
ー
の

電
流
値
」
の
４
要
素
を
基
に
熟
練
の
ス
キ
ル
に
よ
り
検
出
し
、
修
繕
を
お
こ

な
い
ま
す
。

ま
た
、
漏
水
箇
所
や
件
数
は
デ
ー
タ
ー
で
蓄
積
さ
れ
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

漏
水
修
繕
時
の
一
時
的
な
断
水
に
は
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１期　事業報告（自：2023年 4月～至：2024年３月）

全分譲地対象事業 突発／緊急を要する事業 計画的に行う事業

*全ての分譲地を対象に行う
環境保全

*突発で発生する問題に対する
事後保全

*事前に把握し計画的に行う
予防保全

１．側道約１ｍの下刈り

２．道路枯葉清掃

３．除草剤作業
　（一部除外分譲地あり）
４．土地社員向け下刈り促進
　（希望者 346 件）
５．消火栓の点検

６．土地社員への現況写真報告
　（839 件）
７．道路にはみだした樹木の枝切り
　（13 分譲地）

１．舗装道及び砂利道補修
　（白沢橋１期・３期・玉取平）
２．危険倒木の対応
　（20 件）
３．街路灯蛍光管玉切れ交換
　（35 件）
４．街路灯器具破損時 LED 交換　　　
　（14 本）
５．漏水箇所の修理と修理後の舗装
　（35 カ所）
６．側溝修繕
　（神明平・玉鳳台・小深堀）
７．水道施設電気機器交換
　（８分譲地）
８．水道施設滅菌機交換（４分譲地）

（箭松苑、白沢橋、新野鳥苑、清渓苑）

１．受水槽清掃
　（青木、新野鳥苑）
２．ポンプ劣化調査（全分譲地）

３. 井戸ポンプ交換
　（新野鳥苑、おおとり苑、箭松苑）
４. 制御盤交換
　（青木、清渓苑、緑の郷）
５．分譲地看板の更新
　（青木・玉鳳台１～２期、玉取平・

白沢橋１～３期・おおとり苑・新
おおとり苑）

６．水道施設圧力ポンプの交換
　（おおとり苑）

▲新おおとり苑分譲地看板更新
＜老朽化した看板をリニューアルしまし
た。他の分譲地も順次更新予定です。＞

▲玉取平道路補修
＜砂利道は大雨等により大きな凸凹
が発生します。安全のため優先的に砂
利敷による道路補修を行いました。＞

▲新野鳥苑配水管からの漏水発生
＜多くはつなぎ目から漏水が発生しま
す。＞

▲箭松苑ポンプ交換と揚水管穴あき修繕
＜設置後35年を経過したポンプも老朽化により交換となりました。
揚水管にも電蝕により大きな穴が開いていました。＞

▲青木の配水管からの漏水発生
＜自治会最長の配水管距離となる青木は
10カ所から漏水が発生し修繕しました。＞

▲おおとり苑配水管からの漏水発生
<本管のつなぎ目からの漏水です。＞

▲おおとり苑ポンプ交換
＜設置後35年を経過したポンプも絶縁抵
抗値が低くなり故障前に交換しました。＞

【道路修繕実績】
①道路凸凹修繕
②道路側溝整備
③道路下刈り
④除草剤散布
⑤道路枯葉清掃
⑥危険倒木撤去

【水道修繕実績】
⑦ポンプ制御盤更新
⑧ポンプ交換
⑨漏水修理
⑩ポンプ抵抗値調査
⑪濾過機関連
⑫仕切弁交換
⑬受水層清掃

【その他修繕実績】
⑭街路 LED
⑮消火栓点検
⑯土地会員写真
⑰はみ出し樹木対策
⑱分譲地看板更新

１期　事業カレンダー（自：2023年４月～至：2024年３月）
分譲地 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

青木 ⑨⑥ ⑦ ⑥ ⑯ ⑥ ③⑰ ⑥ ⑭ ⑥ ⑨⑩ ⑮ ⑨×4 ⑨×4 ⑱ ⑤⑥ 流量計交換 ⑬
箭松苑 ⑯ ④ ③⑰ 滅菌機交換 ⑥ ⑧⑩ ⑤ ⑮
室の井 ④　 ⑯ ③ ⑰ ⑥ ⑮⑩ ⑭ ⑤
白沢橋 3 期 ⑭ ⑯ ③④ ⑮ ① ⑥ ⑩ ⑤ ⑰⑱
白沢橋 1 期 ⑯ ③④ ⑮ ① 滅菌機交換 ⑩ ⑤ ⑨⑱
神明平 ⑥ ④⑮　 ⑯ ③ ②雨水枡 ⑩ ⑥ ⑰⑤
りんどう湖村 電磁弁交換 ⑨ ④⑮　 ⑯ ③ ⑩ ⑰ ⑤ ⑭

秋鳳苑 ⑯ ③④ ⑮ ⑤ 漏電ブレーカー
交換 ⑨⑰

玉鳳台 / 玉取平 ⑨×3 ⑭ ⑭ ⑨ ⑯ ⑥⑨⑮ ①③ ②雨水枡 ⑥ ⑩ ⑤ ⑰⑱  
五峰苑 ⑯ ③④ ⑮     ⑭⑭⑭ ⑩ ⑤

小深堀 ⑮ ④⑨⑯ マグネット
スイッチ交換 ⑥ ③ ⑨⑭ 圧力スイッチ

逆止弁交換 ⑩ ⑤ ⑰ ②

小深堀 6 期 ③ ⑯ ④⑮     　 ⑩ ⑤ ⑰

おおとり苑 ⑥ ⑭ ⑯ ④⑮     ⑥ ③⑨ ⑭ ⑧⑨×
2 ⑩ ⑤ ⑥ ⑨×2 ⑱ ⑥圧力タンク交換

新おおとり苑 ④⑮　 ⑯ ③ ⑩ ⑤ ⑱
新野鳥苑 ⑧ ④⑮　 ⑯ 滅菌機交換 ③ ⑭⑰ ⑨×2 ⑨ ⑩ ⑥⑤ ⑬
緑風台 空気弁交換 ⑯ ③④ ⑨ ⑩ ⑤ ⑮
広陽台 ⑯ ③④ ⑩ ⑥ ⑤ ⑰ ⑮
清渓苑 ⑭ ④③⑮　 ⑯ ⑰ ⑥ ⑩ ⑦ ⑤ 滅菌機交換
緑の郷 ④ ⑯ ③ ⑨ ⑩ ⑨ ⑦ ⑤⑰ ⑨ ⑮⑥
黒川台／新黒川台 ⑨バルブ設置 ④　 ⑯ ③ ⑩ ⑤ ⑮⑥
うぐいす台 ③ ⑯ ④⑮     ⑩ ⑤
よりい台 ③ ⑯ ④⑮     ⑩ ⑤

豊原 ⑯ ④ ⑭ ③ マグネット
スイッチ交換 ⑩ ⑨×2 ⑨ ⑤ ⑮ ⑨

玉翠苑 ③ ⑯ ④⑮     ⑩ ⑤
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▲清渓苑制御盤更新
<電気機器も老朽化により定期的な
更新が必要になります。＞

▲室の井水道施設への倒木
＜強風が多く発生し20件の倒木処理
を行いました。＞

▲分譲地の枝打ち作業
＜事務局において道路にはみだした枝は高枝鋏
の範囲で枝打ちを行います。＞

▲蛍光灯からLED灯への交換
＜機具の破損により使用不能の蛍光灯は順次LED
灯に交換します。基本は電柱付です。＞

【正味財産増減計算書　特記事項】
※定住会費の改定と未納会費の回収により約1,500万円の
黒字化となりました。未納会費は一過性の増収です。

Ⅰ：経常増減の部
　　（１）経常収益

受取会費：
定住／別荘会費：　66,384,825円
土地会費　　　：　19,781,444円
特別会費　　　：　　7,902,160円
　（土地下草刈、新規入会金等）
雑収入　　　　：　　 683,314円

（特定雇用開発助成金、事務局修繕手数料等）
受取利息　　　：　　　　1,136円

●　経常収益計　　　：　94,752,879円

　　（２）経常費用（管理費）
　　　　 【前年比増の主な要因】

・職員給与　（11月より正社員化１名）
・動力費　　（町営水道化による水道料金増）
・損害保険　（施設・災害保険料値上げ）

　　　　【前年比減の主な要因】
・道路・水道修繕（前年は追加井戸・町営水道化

等の計画のため一過性の増額による）
・水質検査費（町営水道化による水質検査数減）
・管理諸費　（弁護士費用の減）

●　管理費計　　　　　　　　　　：　79,755,473円
●　当期経常費用増減（当期利益）：　14,997,406円

Ⅱ：正味財産期末残高　　　 　　   　　：　53,829,101円
Ⅲ：災害積立金期末残高　　 　　   　　：　61,303,163円

１期　正味財産増減計算書 単位：円
令和５年４月１日から令和６年 3 月 31 日

科目 当年度（法人１期） 前年度（48 期） 増減 備考
Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
（1）経常収益

受取会費
　建物会費（定住／別荘） 66,384,825 63,398,205 2,986,620 ※未納会費回収含む

※定住会費改定による増額
年度末社員 定住：278

別荘：308
年度末会員 定住：271

別荘：317
7

▲ 9
　土地会費 19,781,444 20,427,334 ▲ 645,890

年度末社員 土地：704 年度末会員 土地：721 ▲ 17 ※土地社員数減（約 2％）
特別会費（土地下草刈、新規入会金、
町営水道工事個人負担金等）

7,902,160 11,359,658 ▲ 3,457,498 ※前年：町営水道個人負担
金による一過性の増収

受取会費計 94,068,429 95,185,197 ▲ 1,116,768
雑収益（事務局修繕益） 683,314 664,800 18,514 ※特定雇用開発助成金

※有料水抜き作業 25 件
受取利息 1,136 309 827
①経常収益計 94,752,879 95,850,306 ▲ 1,097,427

（2）経常費用
管理費

道路・水道・その他修繕・外注費 25,690,972 41,318,213 ▲ 15,627,241 ※前年：追加井戸・町営
水道追加工事、予備ポ
ンプ購入等による一過
性の増加

職員給与（職員・役員・雑給） 17,156,317 16,409,188 747,129 ※ 11 月より正社員１名増員
法定福利費（年金・社会保険・雇用保険） 2,099,375 2,059,567 39,808
福利厚生・退職金積立 965,895 1,019,755 ▲ 53,860
動力・水道費（水道施設・街路灯電気
料金・町営水道料金等）

15,721,438 13,972,675 1,748,763 ※町営水道料金追加
※水道施設閉鎖に伴う電

気使用量の減
一般経費（車両修繕・燃料・消耗品・
郵便・印刷・水道料金等）

7,550,836 7,772,965 ▲ 222,129

水質検査費 4,012,370 4,399,640 ▲ 387,270 ※町営水道化による検査数減
管理諸費 ( 税理士・弁護士・社労士等） 2,826,807 3,620,794 ▲ 793,987 ※弁護士費用減
租税・損害保険料（固定資産税・施設、
車両保険等）

2,067,582 1,718,990 348,592 ※施設災害・地震保険料
値上げ

賃借料（事務所家賃・リコーリース料
金等）

1,636,449 1,629,948 6,501

減価償却費（車両・設備・機具等） 27,432 27,432 0
②管理費計 79,755,473 93,949,167 ▲ 14,193,694
当期経常増減額（①ー②） 14,997,406 1,901,139 13,096,267

２．経費外増減の部
③当期一般正味財産増減額 14,997,406 1,901,139 13,096,267 ※未納会費回収益・定住会

費改定増・経費削減効果
④一般正味財産期首残高 38,831,695 36,930,556 1,901,139

Ⅱ正味財産期末残高（③＋④） 53,829,101 38,831,695 14,997,406
Ⅲ災害積立金期末残高 61,303,163 60,999,628 303,535

1期　貸借対照表　（令和6年３月31日） （単位：円）

勘定科目 金額 勘定科目 金額
Ⅰ資産の部 Ⅱ負債の部
１．流動資産 １．流動負債

現金・預金 112,596,326 未払金 1,970,612
　ゆうちょ銀行 41,420,426

　災害積立金 11,206,265
　足利銀行 9,623,371

　災害積立金 40,000,000
　福島銀行（災害積立金） 10,106,898
現金 239,366
未収会費 0 前受金 1,421,540
貯蔵品 4,093,620 預り金 1,484,942
前払費用 66,000

流動資産合計 116,755,946 流動負債合計 4,877,094
２．固定資産 ２．固定負債

（3）その他固定資産 　長期借入金 0
　建物 883,412 　災害積立金 61,313,163
　保証金 2,380,000 固定負債合計 61,313,163
その他固定資産合計 3,263,412

固定資産合計 3,263,412 負債合計 66,190,257
Ⅲ正味財産の部
　正味財産 53,829,101

資産合計 120,019,358 負債・正味財産合計 120,019,358

〈監査報告書〉
一般社団法人東昭自治会の２０２３年４月１日から２０２４年３月３１日までの第１期事業年度
の計算書類およびその付属明細について監査を行った結果、法令に準拠し適正に表示さ
れていると認めたので報告します。
２０２４年５月２５日　一般社団法人東昭自治会　監査役　松川　哲夫　　　印

■各種工事等を行う場合は事務局へご連絡下さい。
土地・建物の増改築、外構工事等及び大型車が入り伐採を行う際にはまず事務局へお届けく

ださい。昨年もそうした工事に関係した漏水が発生しました。業者への事前の説明や注意で防
ぐことができた事故が大半です。また、分譲地の治安上、出入りの工事業者を把握しておく必
要もございます。是非、ご協力をお願いいたします。
●まずは事務局にご連絡いただき、後日、業者に工事許可届を提出させてください。保証金を

お預かりするケースもございます。書類はホームページの様式集からもダウンロードできま
す。

■隣地から伸びた枝の伐採について
これまで隣家から越境した枝に関しては「隣家の所有者に枝を切ってもらうようお願いをし

て切ってもらう」しか方法はなく、越境された土地の所有者が自ら枝を切ることはできません
でした。民法 233 条「竹木の枝の切除及び根の切取り」が改正されたことにより、2023 年（令
和５年）4 月 1 日より一定の条件を満たす場合には越境された土地の所有者が自ら枝を切るこ
とができるようになりました。詳しくは、越境枝民法改正でリサーチしてください。

注意点として、民法改正後もまずは竹木の所有者に越境した枝を切除してもらえるようお願
いをする必要があります。しかしながら下記のいずれかを満たす場合には、越境された土地の
所有者が自ら枝を切り取ることが可能となりました。（この場合の費用は自己負担です。）

①土地の所有者に枝を切除するよう催告したにもかかわらず、土地の所有者が相当の期間内
（２週間程度）に切除しない場合。

②土地の所有者を知ることができず、またはその所在を知ることができない場合。（現地調
査に加え、不動産登記簿・住民票など公的な記録を確認して調査を尽くす必要がある）

③急迫の事情がある場合。（台風によって折れた枝が建物を破損する恐れがある場合など）
●自治会に連絡があった場合、現況写真を撮影し、土地所有者を探して処置を依頼する対応ま

では行っております。土地所有者が処置を対応してくれるケースもございますが、多くは、
返事を貰えません。その際は自らの対応となりますこと、ご容赦ください。

事務局からのお知らせ
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謹
啓 

社
員
（
会
員
）
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

日

頃
よ
り
当
法
人
の
活
動
に
対
し
、

多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
第
２
期
定
期
社
員
総
会

を
下
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
ご

多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
ご
出
席
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

な
お
、
ご
出
欠
を
令
和
６
年
９

月
２
日
（
月
）
ま
で
に
返
信
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

体
調
に
不
安
の
あ
る
方
、
並
び

に
遠
距
離
の
た
め
出
席
が
困
難
な

方
に
は
委
任
状
に
よ
る
『
書
面
出

席
』
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
日
時
】

令
和
６
年
９
月
21
日
（
土
）

13
：
30
～
15
：
30

【
会
場
】

大
正
堂
く
ろ
い
そ
み
る
ひ
ぃ
ホ
ー
ル

栃
木
県
那
須
塩
原
市
上
厚
崎
４
９
０

【
当
日
の
緊
急
連
絡
先
】　

（
０
８
０

－

９
３
３
９

－

１
７
８
６
）

【
総
会
議
案
】

・
第
１
議
案

監
事
選
任
／
承
認
・
議
決

・
第
２
議
案

管
理
規
約
の
一
部
改
定
／
承
認
・
議
決

・
第
３
議
案

１
期
事
業
・
収
支
報
告
／

　
　
　
　
　
　
　

承
認
・
議
決

・
第
４
議
案

２
期
事
業
・
収
支
予
算
案
／

　
　
　
　
　
　
　

承
認
・
議
決

■
本
自
治
会
だ
よ
り
が
総
会
資
料

に
な
り
ま
す
。
出
席
さ
れ
る
方
は

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
欠
席
さ
れ
る
社
員
（
会
員
）
は

必
ず
同
封
の
書
面
委
任
状
（
は
が

き
）
に
ご
記
入
の
上
で
、
事
務
局

ま
で
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
出
席
さ
れ
る
社
員
（
会
員
）
は

同
封
の
出
席
票
（
は
が
き
）
に
ご

記
入
の
上
で
、
事
務
局
ま
で
返
信

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
出
席
さ
れ
る
方
は
受
付

の
混
雑
防
止
の
た
め
、
後
日
別
送

の
出
席
受
付
票
（
は
が
き
）
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
り
受
付
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

２
期
社
員
総
会
を
ご
案
内
し
ま
す
。

��������������������������������������������������

総
会
第
４
議
案

２
期
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予
算
書
（
案
）

【
概
要
】

我
が
国
の
経
済
は
、
令
和
５
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
で
の
分
類
が
５
類
に
移
行
し
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進

行
し
た
こ
と
か
ら
、
個
人
消
費
や
設
備
投
資
等
で
持
ち
直
し
の
動
き
が
続
き
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
下
の
原
材
料
や
物
流

コ
ス
ト
高
、
円
安
等
を
背
景
に
、
多
く
の
企
業
が
値
上
げ
を
進
め
て
お
り
、
今
後
の
動
向
次
第
で
は
、
価
格
転
嫁
が
想
定
以
上
に
続
き
、
物
価
、
特
に
各

種
修
繕
費
用
や
電
気
代
が
上
振
れ
す
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
認
識
の
基
に
、
２
期
（
令
和
６
年
度
）
の
事
業
及
び
収
支
予
算
案

編
成
に
当
た
っ
て
は
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
全
分
譲
地
対
象
の
事
業
に
加
え
て
、
計
画
的
に
行
う
、
水
道
関
係
の
事
業
を
優
先
を

付
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
基
本
と
な
る
社
員
数
は
前
年
比
▲
19
名
と
し
て
い
ま
す
。
土
地
会
費
は
相
続
等
の
た
め
減
少
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
当
年
度
予
算
は
▲
３
％
と

し
て
受
取
会
費
を
算
定
し
ま
し
た
。　

尚
、
今
年
度
は
定
期
理
事
会
の
開
催
：
４
回
、
９
月
21
日
（
土
）
に
は
第
２
期
定
期
社
員
総
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。　

2期　事業計画（案）（自：2024年 4月～至：2025年３月）

全分譲地対象事業 突発／緊急を要する事業 計画的に行う事業

*全ての分譲地を対象に行う
環境保全

*突発で発生する問題に対する
事後保全

*故障箇所を事前に把握し計画的に行う
予防保全

１．側道約１ｍの下刈り
２．道路枯葉清掃
３．除草剤作業
４．土地社員向け下刈り促進
５．消火栓の点検
６．土地社員への現況写真報告
７．道路にはみだした樹木の枝切り

１．舗装道及び砂利道補修
２．危険倒木の対応
３．街路灯蛍光管玉切れ交換
４．街路灯器具破損時 LED 交換　　　
５．漏水箇所の修理と修理後の舗装
６．側溝修繕
７．除雪

１．受水槽清掃（小深堀、玉鳳台）
２．ポンプ劣化調査（全分譲地）
３．制御盤交換（豊原、五峰苑）
４．井戸調査ボーリング（神明平）
５．井戸施設廻りの整備
６．予備ポンプ、備品購入
７．分譲地看板更新（全分譲地）

経常収益 88,076,380 円、経常費用（管理費）87,879,432 円、当期経常増減額は 196,948 円
となる見込としています。

令和６年度　第２期　収支予算書 単位：円
令和６年４月１日から令和７年３月 31 日

科目 当年度予算（２期） 前年度予算（１期） 増減 備考
Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部
（1）経常収益

受取会費
　建物会費（定住／別荘） 62,974,000 62,910,000 64,000

年度当初社員 定住：278
別荘：308

年度当初社員 定住：271
別荘：317

7
▲ 9

　土地会費 18,014,880 17,808,700 206,180 ※土地予算は昨年の▲５％から
▲３％想定で予算化

年度当初社員 土地：704 年度当初社員 土地：721 ▲ 17
特別会費（土地下草刈、新規入会金、未納
会費回収等） 7,000,000 6,660,000 340,000 ※未納会費回収計画 100 万円

受取会費計 87,988,880 87,378,700 610,180
雑収益（事務局修繕益） 87,500 0 87,500 ※別荘水抜き

受取利息 0 0 0
①経常収益計 88,076,380 87,378,700 697,680

（2）経常費用
管理費

道路・水道修繕・その他修繕・外注費 24,420,000 24,180,000 240,000 ※年間事業計画による

職員給与（職員・役員・雑給） 21,300,000 17,920,000 3,380,000 ※正規社員増員

法定福利費（年金・社会保険・雇用保険） 2,300,000 2,180,000 120,000
福利厚生・退職金積立 1,140,000 1,080,000 60,000
動力費・水道費（水道施設・街路灯電気料金・
町営水道料金等） 17,000,000 18,164,478 ▲ 1,164,478 ※実績勘案

一般経費（車両修繕・燃料・水道・消耗品・
郵便・印刷等） 9,712,000 11,951,035 ▲ 2,239,035 ※実績勘案

※物価高騰折込
水質検査費 4,000,000 4,000,000 0
管理諸費 ( 税理士・弁護士・社労士等） 2,800,000 3,300,000 ▲ 500,000 ※弁護士費用減
租税・損害保険料（固定資産税・施設、車
両保険等） 2,330,000 1,720,000 610,000 ※地震保険料金値上げ、増車

※償却資産税増加
賃借料（事務所家賃・リコーリース料金等） 1,650,000 1,630,000 20,000
減価償却費（車両・設備・機具等） 1,227,432 27,432 1,200,000 ※社有車増車

②管理費計 87,879,432 86,152,945 1,726,487
当期経常増減額（①ー②） 196,948 1,225,755 ▲ 1,028,807

▲第１期定期社員総会審議風景
＜法人化後初めての総会は皆様方の
ご理解とご協力により成功裏に終える
事ができました。＞

▲理事会での審議風景
＜前年は定期理事会４回、臨時理事
会２回を開催し自治会方針を審議・決
定しました。＞
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会場：大正堂くろいそみるひぃーホール
（旧那須塩原市黒磯文化会館）


